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t半化蛸壷・の出現と桑の葉智との関係

黒瀬　遇・水沢久成・＊松崎　巌

（蚕試東北支場＊蚕試新庄原蚕毯試）

1．ま　え　が　さ

ここにいう半化蛸蚕とは，営繭後完全に化婦しえな

いで．一部に幼虫形態を留めているもので，これが多

発すると蚕種の製造上に思わぬ支障を与えることがあ

る。

半化蛸蚕については，福田（194ち1949），宮沢

（1955），　鹿波ら（1982），佐藤ら（1964，

1985），加藤ら（1987）などの研究があり，一般

的には，半化婦蚕は蚕品鍾日124号に出現しやすく，

夏秋期よりも春蚕期に多発する慣向があり，飼育条件

および上族環境とくに上族から化桶までの環境条件

（高温・多湿）によって強く影響されるものと考えら

れている。しかしながら，半化嫡蚕の発現の詳細につ

いては十分に明らかにされているとはいいがたい。従

来の研究は主として蚕品種，蚕期，営南姿態，飼育条

件，上演環境などに関連したもので，桑の葉質面から

の検討はほとんど行なわれていないので，今回槙雪寒

冷地域における桑樹発育特性に関する研究の一環とし

て，半化踊蚕が多発する新庄（山形県新庄市）と半化

嫡蚕の発生が少ない福島（福島県福島市飯坂町）との

間で桑と蚕をそれぞれ交換しあって，その発現に及ぼ

す桑の影響を明らかにすることを主目的に以下の試験

を行なった。

本文に入るに先だち，御助言と御校閲を賜わった蚕

糸試験場東北支場長杉山多四郎樽士・同所庄原蚕種試

験所長市川信一博士に厚くお礼申し上げるとともに，

M S Hクケダ（eedy8terOneおよび1nokO8－

teroneを含有）を分与下さった福島県蚕業試験場

原町支場長九三郎氏ならびに実験に協力された森谷茂，

笹原重雄，苫米地良夫技官に探謝する。

2．試．験　方　法

第1～第5次試験の5回実施し，各試験とも蚕品種

は日124号，桑品種は改良鼠返（東北用桑）と剣持

（新庄用桑）を用いた。桑と蚕の交換は，蚕が4眠に

入った時点において，自動車を利用して，飯坂（葺試

東北支場）と新庄（蚕試新庄原蚕種試験所）相互間で

行ない，5齢起蚕から試験を開始した。この場合，1

～4齢蚕は両試験地の慣行によって飼育し，5齢期以

降は日的飼育温度を25℃として，桑は1日2回（9：00，

17：00）あて全芽で給与し，常に飽食状態に保たれる

ように留意した。なお，1区当りの供試蚕数は50な

いし100頑とした。

第1次試験：5月14日に掃立て，4齢末まで飯坂

で飼育した蚕を，5齢起蚕から飯坂と新庄との両地で，

それぞれ上記の2種煩の桑葉を用いて飼育した。

第2次試験：5月20日に掃立て，4齢末まで新

庄で飼育した蚕を，第1次試験の要領で相互に交換し

て飼育した。

第5次試験：　5月50日に掃立て，剣持を与えて

飼育し，設定した線蚕上演区2区を含めて，上族前2

回の各給桑時に，給桑量の15多相当のMSHクケダ

100倍液を添食して，半化嫡蚕の出現に及ぼすその影

響を調査した。

蚕に給与した桑は葉と新相にわけて化学分析を行な

ったが，窒素はセミミクロケルダール法，糖は工88e－

kutg－Bath法，粗灰分および珪酸は重量法，カル

シウムおよびマグネシウムは且かTA法，カリは炎光法，

りん酸，マンガン，鉄，およびアルミニウムは比色法

によった。

与．試　験　結　果

熟蚕体重および詣質について調査した結果は第1表

のとおりである。試験地にかかわりなく，新庄桑（剣

持）を給与した区の熟蚕体重は，東北桑（改良鼠返）

を給与した区よりも高く，また全繭重，蕗層重および

繭層歩合についてもほぼ同様な傾向が認められた。な

お肉眼的観察籍果によれば，新庄桑給与区の南は東北

桑冶与区のものよりかなり大型で，触感では硬かった。
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第1表　熟蚕体重および南質調査成績

試 験 番 号 　 ＊
試 験 地

用　 瞥 熟　 套　 体　 重 全　 繭　 重 繭　 層　 重 繭　 層　 歩　 合

第

飯

坂

東　　　 北

5．8 5　 才 1．5 9　 才 5 4．5　 C グ 2 1．7　 多

（1 0 0 ） （ 1 0 0 ） （1 ［1 0 ） （ 1 0 0 ）

新　　　 庄
4．2 7 2．4 5 4 9 ．0 2 0．0

次

試

験

（ 1 1 1 ） （1 5 4 ） （1 4 2 ） （　 9 2 ）

新

庄

東　　　 北
5．2 8 1．5 4 5 0 ．5 1 9 ．7

（1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ） （ 1 0 0 ）

新　　 庄
4．4 5 2．2 4 4 7 ．7 2 1．5

（1 5 8 ） （1 4 5 ） （1 5 7 ） （1 0 8 ）

第

飯

坂

東　　　 北
5．7 2 1．8 7 5 9 ．0 2 5．4

（ 1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ） （1 0 0 ）

新　　　 庄
4．0 8 2．1 0 5 1．0 2 4．5

次

（ 1 0 9 ） （1 2 8 ） （1 5 1 ） （1 0 4 ）

新

庄

東　　　 北
5．5 占 1．8 1 5 8 ．9 2 1．5

試

験

（ 1 0 0 ） （1 0 0 ） （ 1 0 0 ） （1 0 0 ）

新　　　 庄
4．0 8 2．1 8 4 9 ．8 2 2．8

（1 1 4 ） （1 2 0 ） （ 1 2 8 ） （ 1 0 8 ）

注．1）＊：5齢蚕の飼育場所　　2）＊＊：5齢用桑，東北一改良鼠返，新庄一剣持

5）（）：東北桑を対照とした据数　4）供試蚕数：1区50頗

健婦，半化場裏，兼化嫡蚕および発死蚕について調

査した結果は第2表のとおりで，東北桑給与区の塵桶

歩合は，新庄桑給与区に比べて常に高かったが，半化

嫡蚕は逆に新庄桑給与区に多発し，多いときには44

痴もの発生率を示した。未化蝿蚕および莞死蚕は各区

に若干ずつ認められたが，用桑および飼育場所または

半化婦蚕の発生率との間に一定傾向は認められなかっ

た。なお，下記第5次試験成績（第5表）をあわせて

みると，半化嫡蚕の発生割合は掃立時期が遅れるに従

って少なくなる依向があり，また，半化蛸蚕になる割

合は甲よりも8のはうにいくらか高かった。

生理活性物質（MSHIタケダ）の添食が半化婦蚕の発

現に及ぼす影響について調べた結果は第5表のとおり

である。半化嫡蚕の発生率は一般に低かったが，添食

区は対照区に比較して5区ともその発生率は若干ずっ

低かった。

蚕の飼育に用いた桑葉の化学分析威厳は第4表のと

おりで，新庄の桑葉は，東北の桑葉に比べて，全窒素，

蛋白態窒素，りん酸およびマンガンの含量が高く，還

元糖，租灰分，珪酸，カルシウム，鉄およびアルミニ

ウム含量が低かった。一方，新桐については桑葉にみ

られる惰向とは全く逆の関係が認められた。

第2蓑　健桶，半化蛸蚕，兼化病毒および
鞄死蚕の発現割合

蕾警 　 ＊
試験地

＊＊
用 兵 健　 蛸 半 化 嫡 蚕 未 化嫡 蚕 籍 死 蚕

第

次

試

験

飯

坂

東　 北
痴 痴 痴 痴
1 0 0 0 0 0

新　 庄 4 4 4 4 5 1

新

庄

東　 北 9 7 0 5 D

新　 庄 5 5
　 5 5
（5 6 ：占4）

5 7

第

次

試

験

飯

坂

東　 北 9 4 5 1 0

新　 庄 8 1 5 5 1 2

新

庄

東　 北 7 占
　 る
（5 0 ：5 0）

8 1 0

新　 庄 ‘5
　 2 7
（5 5 ：4 7 ）

2 占

注．1）＊，＊＊第1表参照

2）（）は？：8を示す
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第5表　生理清盛勿質の添食と健嫡および半化桶発現との関係

試験 番号
　 ＊）ド
試験地

＊＊＊
用 桑 試　　　　 験　　　　 区　　　　 婦 健　　　 嫡 半 化 桶 蚕

第

次

試

験

新

庄

新

庄

l

　 疑 義 上 族 1

（8 4 時 間給桑 後上族 させ た もの ）

l

対 照 区 4 5
1 5

（ 8 ： 9 2 ）

添　 食　 区 7 2
　 4

（ 0 ：1 C D ）

　　 緑 蚕 上 族 皿

（108時 間給桑後上境 させた もの ）

対　 照　 区 8 0
　 7

（ 2 9 ： 7 1 ）

添　 食　 区 8 9
　 る

（ 0 ：1 0 0 ）

　 熟 蚕 上 族

（通常 どお り上族 させたもの ）

対　 照　 区 9 0
　 8

（ 5 8 ： 占5 ）

添　 食　 区 9 4
　 1

（1 0 0 ： 0 ）

注．1）＊：MSHタケダ　　2）＊＊，＊＊＊：第1表参照　　S）1～4齢飼育場所：新庄

4）供託義教：1区100頗　5）（）は宇：8を示す

第4表　桑葉および新桐の化学分析成績　（乾物当り）

用芸

＊

桑

全

窒

素

蛋

白

態

窒

非

蛋

白

態

窒

全

楯

薦

糖

還

元

額

租

灰

分

珪

酸

り

ん

酸

カ

リ

カ

′レ

シ′

ウ

ム

マ
グ

ネ

シ′
ウ

ム

■マ’

こ／

カ■

ソ

鉄

伊e 2 0 3）

ア

ル

ウ

ム

素 素 伯 1 0 2） 伊 2 0 5） （Ⅹ2 0 ） （払 0 ） （M 尋）） （M n O ） （A 1 2 0 3）

＊

桑

葉

東 北

喀 喀 尋 多 多 ′′ 多 喀 卓 喀 喀 多 　 痴

0 ．0 0 5

喀 痴

4．08 5．5 4 0 ．5 4 1 2．5 2 8．59 5．9 5 10．8 5 2．1 7 0．9 1 2，d 7 2．0 9 0．8 5 0．0 5 8 0．1 5 5

新 庄 4．7 4 4．19 0．5 5 1 1．0 0 8．5 2 4．8 8 9．1 5 1．2 5 1．2 4 2．8 7 1．2 0 0．9 5 0．0 1 8 0．0 2 5 0．0 8 0

訝

棉

東 北 5．5 8 1．9 5 1．4 5 ー － － 9．7 2 0，5 4 1．4 7 4．00 0．8 9 0．9 4 痕 跡 0．0 05 0．0 2 8

新 庄 2．1 5 1．5 8

1

0．5 7 － － － 1 0．15 0．2 占 0 ．9 1 5．17 1．8 7 1．2 0 痕 跡 0．0 0 5 0．0 5 5

注．1）＊：新柏葉中葉のみ．　2）＊＊：新柏葉桑葉を除去した残部．

5）＊＊＊：第1表参照．

4．考　　　　　察

上記の試験結果は，積雪寒冷地帯における春蚕期飼

育の日124号にみられる半化場裏発生の主要因の一つ

が5齢期に与えられる桑葉に起因することを示唆して

いるものと考えられる。本試験の場合，供用桑の栽培

場所よりも，桑の品種間の差が問題ではないかとの疑

問もあるかと思われるが，従来からの資料（未発表）

によれば，その差異はわずかで，ここにみられる半化

嫡蚕の発生率の差異は，異なる気象条件下に栽培され

た桑棄組成内容の違いに基づくものであろうと考えら

れる。すなわち，疏雪寒冷地帯における桑の発育開始

時期は暖地に比べておそいが，融雪後の気温の急激な

上昇は，桑樹貯蔵養分の展開を促進し，これら貯蔵物

質を主体にした春蚕期における桑菓生産は寒冷地では

暖地とは違った生理条件で行なわれるものと想像され，

第4表の桑葉と新棉間の両地の差異は，これらの関係

の一端を示しているものと思われる。

半化婦蚕の発現とホルモンとの間に関連があるか否

かについては問題があるが2），生理活性物質の添食に

みられる若干の影響および植物体内におけるステロイ

ド規の消長に関する知見1）などは，半化嫡蚕の発現に
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及ぼす桑の菜質の影響はただ単に栄義的なものばかり

でなく，生理活性物質等の他成分に関連して考究され

る必要があることを示しているのではなかろうか。

飼育条件（温湿度，給桑量）および上族境境条件と

半化嫡蚕との関連性については，従来の考えを否定す

るものではなく，むしろ，それは相乗的に作用して桑

の菓質による影響を一層助長するものと考えられる。

5．要　　　　　的

讃雪寒冷地の春蚕期に，蚕品種日124号に出現しや

すい半化嫡蚕の発生原因を知るために，従来から半化

蛸蚕を多発しやすい場所（新庄市）と，半化嫡蚕の発

現が少ない場所（福島市飯坂町）相互間で桑と蚕を交

換しあって5齢蚕を飼育し，その発現状況を調査した。

その結果，半化嫡蚕の出現は蹟雪寒冷地の桑葉を与え

た場合に多く，その桑薬の組成内容に密接に関連して

いるものと推定された。
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異状繭糸の選抜効果と繭・糸質との関係

水　沢　久　成

（蚕試新庄原蚕種試）

1．ま　え　が　き

品種育成の手段は個体選抜が基太であるが，現在の

蚕品種において改良を強く東望されている形質は，個

体選抜の困難なものが大部分である。とくに諒解じェ

は，その代表的形質であって，一般的には峨区選抜に

たよっているのが現状である。

一方，諒糸の外観を顕微鏡で観察すると，正常な形

態のものばかりでなく，程々の異状形態のものが存在

している。それらの異状形態部分は，操糸の際に切断

しやすいので，解じ上を悪くする一つの原因になって

いることも指摘されている。さらにわ節以外のらい節

の成因も主として異状繭糸によるといわれている。

筆者ら（，88）は先に，繭層に現われる菌糸の異状形

態を，その形状から届平状・コプ状および細鎖状の5

種に大別して，繭層別の発現状態や異状部位発生と落

緒との関係について調べ，異状繭糸のうちでは一般的

に発現が最も多く，また落緒と関係の深いのは扁平状

臨糸であることを報告した。

今回は育種の立場から，詣層に現われる届平状繭糸

の淘汰によって，個体選抜が困難な解じェや小節を改

良することができるかどうかについて検討した。すな

わち現行の歪品種を用いて，扁平状繭糸の少ない個体

同志の交配系と多い個体同志の交配系，あわせて12

品種，24系統を作り占世代にわたって系統選抜を行

なった結果と，選抜に伴う繭糸の横断面の形態的変化

ならびに繭形質の相関反応について調べた。なお，本

研究は蚕糸試験場中部支場で行なったものである。

2．材料および方法

支115号，支124号，支128号，支128号，日

122号，日124号，日128号および日128号の8

品種を用い，部分二面交雑法によって12品種の基本

交雑原種を作り，その2代目を親代（GD）とした0

そして各品種について，少ない個体同志の交配系と

多い個体1司志の交配系に分けて，前者は扁平状繭糸の

少ない方向へ，後者は多い方向へ，それぞれ選抜を行

なった。


